
技術情報カード

No.89技術情報カード

平成 年 月18 8

木材を食害する昆虫（キクイムシ科）

はじめにはじめにはじめにはじめに

木造住宅の木質部材を食い荒らす、または、劣化

させるものとしてシロアリや木材腐朽菌が一般的に

はよく知られています。これらが活動するためには

空気・栄養分・温度・水分等の条件が満たされてい

る必要がありますが、徳島県では気温条件を満たす

期間は長く、木質部材を劣化させる生物の生育・活

動の程度は、住宅の木質部分の水分条件によって決

まってくるといえます。

一方、繊維飽和点を境として、乾いた木を食害す

る（乾材害虫）ものとしては、キクイムシと総称さ

れる甲虫目キクイムシ科に属する昆虫があります。

成虫・幼虫とも ㎜前後から大きくて数 程度1 mm

で、木材への穿孔生活に適応するため短い円筒形の

微小な昆虫です。

１１１１ キクイムシキクイムシキクイムシキクイムシのののの主主主主なななな種類種類種類種類

１）キクイムシ科

２）ヒラタキクイムシ科

３）ナガキクイムシ科

４）カワノキクイムシ亜科

５）ザイノキクイムシ亜科

６）ヨツメキクイムシ科

に分類されます。

住宅部材を食害する代表的なものはヒラタキクイ

ムシ科で３属７種記録されています。特に著しい被

害を及ぼす種はラワンなどの広葉樹や竹材を食害す

るヒラタキクイムシ（ )で、生Lyctus brunneus Stephens

存のための最適温度は２５～２７℃、６５～７５％

ＲＨ。

これは南方系の種類で、その分布範囲はきわめて

広く、熱帯、亜熱帯、温帯に生息します。

２２２２ 生 態生 態生 態生 態

ラ ワ ン 材 、 ナ ラ ・

カ シ 類 、 ケ ヤ キ な ど

道 管 が 大 き く 辺 材 部

分 に 澱 粉 の 多 い 樹 種

。が被害を受けやすい

卵 → 幼 虫 → 蛹 → 成 虫

の 順 で 完 全 変 態 し ま

す。

幼 虫 は 木 材 表 面 近 く

で 冬 眠 し て 春 に 孵 化

し ま す 。 通 常 は ５ ～

６月頃に成虫が小孔を

開けて飛び出し、その際に木屑と糞を一気に外に排

出します（フラス 。成虫は赤褐色～暗褐色で体長）



３～７ 、幼虫は成熟期で体長５～６ 乳白色mm mm

～黄白色。成虫の寿命はオスが約１週間、メスは１

０日前後、昼間は脱出孔内や導管内に潜み夜間に飛

びまわります。

メスは広葉樹の辺材部の道管や材の割れ目などに

産卵しますが、広葉樹の心材や針葉樹には産卵しま

せん。なお針葉樹に産卵しない理由としては、広葉

樹に比べ栄養分（特にデンプン）が少ないこと、針

葉樹の一部の抽出成分が産卵・発生生育を阻害する

ことがあげられます。

３３３３ 被 害被 害被 害被 害

ヒラタキクイムシは、材部を食害するのは幼虫の

みです。成虫になって材の外に出るとき粉状の木屑

(フラス)を出すので食害の発生を知ることができま

す 。

何世代にもわたって同じ場所を食害するので，放

置すると修復不可能なほどに被害が拡大します。

４４４４ 虫害対策虫害対策虫害対策虫害対策

１）薬剤処理

ホウ素化合物、有機リン化合物の防虫剤が有効。

製材品、合板、フローリング材などの防虫処理材と

して使用されています。またＤＩＹ目的での販売も

されています。

２）熱処理

材の中心温度を５６℃で３０分以上処理すれば殺

虫出来ますが、材の温度上昇に時間がかかることを

考慮して実際の処理では時間及び温度を余分にかけ

る必要があります。住宅や家具として完成後は作業

が難しく現実的ではありません。
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